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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和５年第２週（令和５年１月９日～令和５年１月１５日） 

 

 
■ コメント  
・第 2週は、インフルエンザの 1医療機関当たりの報告数が 16.96となり、「今後 4週間以内に大

きな流行が発生する可能性が高いとされる基準値：1医療機関当たりの報告数 10」を超えまし

たので、本日、注意報を発令しました。インフルエンザは、38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、

筋肉痛、全身倦怠感等の症状が、比較的急速に現れるのが特徴です。具合が悪い時には、早め

に医療機関を受診しましょう。また、三密の回避や換気、適切なマスクの着用、手洗いなど基

本的な感染防止対策を心がけ、十分な睡眠やバランスの良い食事をとるなどの健康管理に努め

ましょう。また、重症化を予防するため、ワクチン接種を御検討ください。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感

染症発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 5 12 89 89 

腸管出血性大腸菌感染症 1 1 8 8 

レジオネラ症 3 4 24 24 

急性脳炎 3 4 4 4 

水痘（入院例） 1 1 0 0 

梅毒 15 25 66 66 

播種性クリプトコックス症 1 1 1 1 

  ※新型コロナウイルス感染症の最新の発生状況等は別紙をご覧ください。 

 

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 
インフルエンザ（注意報レベル） 3,359 16.96 1.77 23,139 4.73 

ＲＳウイルス感染症 24 0.20 0.60 576 0.18 

咽頭結膜熱 25 0.21 1.32 362 0.12 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 121 1.01 2.20 667 0.21 

感染性胃腸炎 662 5.52 1.24 10,915 3.50 

水痘 15 0.13 1.88 271 0.09 

手足口病 31 0.26 0.84 322 0.10 

伝染性紅斑 1 0.01 - 21 0.01 

突発性発しん 39 0.33 1.22 556 0.18 

ヘルパンギーナ 31 0.26 2.82 83 0.03 

流行性耳下腺炎 3 0.03 3.00 63 0.02 

急性出血性結膜炎 0 0.00 - 4 0.01 

流行性角結膜炎 3 0.12 1.50 149 0.22 

細菌性髄膜炎 0 0.00 - 5 0.01 

無菌性髄膜炎 0 0.00 - 2 0.00 

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 - 8 0.02 

クラミジア肺炎 0 0.00 - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 - 1 0.00 
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○県内における新型コロナウイルス感染症の発生状況等について 

 

 
 

 
 

・福岡県では、下記のホームページにて随時、発生状況や感染予防策などの情報提供を行って

います。 

◇新型コロナウイルス感染症ポータルページ 
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/covid-19-portal.html 

 


